
チャート： 30分足  23日（月）朝７時 ～ 24日（火）朝６時 
23日（月）の主な推移 

催促相場入りとなるか 
８月24日（火曜日） 

ドル/円 

※チャートは30分足 日本時間にて表示  ※左表は終値ベース、( )は前日比                          

出所：外為どっとコム 

① 
11時過ぎに菅首相と白川日銀総裁との電話会談が実施されたことが伝えられた。しかし為替介入の

話はなく、円高対応策は伝えられなかったことから、ドル/円は失望売りにより一時85.30円まで下落

する場面が見られた。  

② 

欧州時間に発表されたユーロ圏８月ＰＭＩ製造業が市場予想を下回り、欧州経済が停滞していること

が示されると、ユーロを売って円を買う動きが強まりドル/円も合わせて下げた。また菅首相と白川日

銀総裁からの電話会談にて、具体的な円高対策が出なかったことが改めて意識されると、ドル/円は

下値を試す動きとなり、20時過ぎに85.09円まで下落した。 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

ＮＹダウ平均 

10174.41ドル 

（-39.21ドル） 

米長期金利 

(10年債利回り) 

2.5981％ 

（-0.0161％） 

NY原油先物 

73.10ドル 

（-0.36ドル） 
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②下値模索の動き 

①政府と日銀の会談

期待に対する失望売り 
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・米国経済の回復 

・米長期金利の上昇 

・米国の超低金利政策の長期化観測の後退 

・金融市場全体のドル売りムードの緩和 

・日銀の追加緩和観測 

・日本の財政赤字への懸念 

 

 本日は米国にて７月中古住宅販売件数の発表が予定されている。今回の事前予想は465万件となってお

り、前月の537万件より大幅な下落が見込まれている。市場では米経済の減速懸念が重くのしかかっている

ことから、仮に事前予想にすら届かない場合はドル売りへとつながりやすく、ドル/円には下落圧力がかかる

と見られる。一方で前月並みの数値となるなどサプライズ的な増加とならない限り、ドル買いにはつながりにく

いのではないかと見られる。 

 昨日の政府と日銀との電話会談では円高対策が出てこなかったことにより、市場の失望を誘う結果となっ

た。これにより日経平均株価の9000円の大台割れや、ドル/円の84.71円（８月11日安値）割れを試すことで、

日銀や政府に対して円高対策を含む総合経済対策を迫る相場展開となることも予想される。これらのポイント

を割り込んだ際、政府や日銀の出方に注目したい。（川畑） 

本日の予想レンジ： 84.60— 85.60円 

※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示  時間は「日本時間」 

・米金融規制案への懸念 

・米国の超低金利政策の長期化観測 

・米長期金利の下落 

・米国経済の回復の鈍化 

･米財政赤字悪化懸念の高まり 

 

 

上昇要因（ドル高・円安） 下落要因（ドル安・円高） 

本日の見通し 

本日の注目イベント 
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日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表数値 市場予想 

8/24(火） 23:00 ○ (米) 7月中古住宅販売件数  537万件 465万件 

 23:00  (米) 7月中古住宅販売件数 [前月比]  -5.1％ -13.4％ 

 23:00  (米) 8月リッチモンド連銀製造業指数  16 8 

 26:00 ○  (米) 2年債入札（370億ドル） ―― ―― 


